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１．調査の目的

｢食事バランスガイド｣の認知度及び参考度、｢食生活指針｣の実践度、農林漁業体験への参加経験割合等

について全国を対象に確認し、今後の施策展開に向けての基礎資料とする。

２．調査設計

（１）調査方法 ：郵送配布･郵送回収

（２）調査エリア ：

【東京・近畿圏】
東京圏 ：東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県
近畿圏 ：大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県

【地方圏】
地方都市 ：札幌市、仙台市、名古屋市、広島市、福岡市
郡部・小都市 ：東北地方、北陸地方、九州地方

（３）調査対象者 ：上記調査エリアに居住する20～69歳の男女
※上記4エリアごとに全体の標本数に占める割合を設定し、各エリアについて平成22

年国勢調査の人口構成比率に合わせた性・年代・世帯構成割合別割付を実施。

（４）抽出方法 :楽天リサーチ株式会社の調査モニターから割付に沿って無作為抽出。

（５）標本構成・回収数 ：

注）発送数は調査モニターに登録されている属性を基に割り当てた人の数であり、
回収数は本調査の回答を集計した数であるため、属性ごとに回収数が発送数を上回る
ものがある。

（６）調査期間 ：平成27年1月23日～2月16日

（７）調査実施機関 ：株式会社 サーベイリサーチセンター

（８）集計結果について ：割合は小数点以下第2位を四捨五入し、小数点以下第1位までを表記している。
このため、各割合を合計しても、100.0％にならない場合がある。

Ⅰ 調査概要 1

発送数　計　4,000人

男 女 男 女 男 女 男 女

20代 145 137 65 67 91 95 43 43
30代 192 181 86 89 114 116 58 58
40代 176 164 79 83 101 104 55 58
50代 141 139 72 75 91 95 70 72
60代 158 168 87 96 92 103 68 73

計 812 789 389 410 489 513 294 304

回収数　計　3,595人

男 女 男 女 男 女 男 女

20代 118 122 57 59 74 78 36 40
30代 166 162 79 80 101 102 48 54
40代 152 156 63 78 86 100 44 52
50代 107 136 57 70 85 95 57 73
60代 146 168 78 98 85 103 66 64

計 689 744 334 385 431 478 251 283

東京圏 近畿圏 地方都市 郡部・小都市

東京圏 近畿圏 地方都市 郡部・小都市



Ⅰ 調査概要

３．調査対象者の基本データ
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全 体 (n=3595) 47.4 52.6 16.2 22.0 20.3 18.9 22.5
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全 体 (n=3595) 7.1 9.3 39.9 3.1 7.7 20.0 2.6 10.2

東京・近畿圏 (n=2152) － － 66.6 － － 33.4 － －

地 方 圏 (n=1443) 17.7 23.3 － 7.8 19.1 － 6.6 25.5

(％)

未

婚

既

婚

無

回

答

一

人

暮

ら

し

夫

婦

の

み

(

事

実

婚

を

含

む

)

親

と

子

の

二

世

代

親

と

子

と

孫

の

三

世

代

そ

の

他

全 体 (n=3595) 31.5 68.4 0.1 16.0 15.1 59.2 7.9 1.8

東京・近畿圏 (n=2152) 32.0 67.9 0.1 16.6 14.9 61.0 6.1 1.4

地 方 圏 (n=1443) 30.7 69.2 0.1 15.1 15.4 56.5 10.7 2.4

F5.世帯構成

F1.性別 F2.年齢

F3.居住地方

F4.未既婚



(％)

全　体 東京・近畿圏 地方圏

(n=841)※ (n=521) (n=320)

いつも参考にしている 8.0 7.7 8.4

時々参考にしている 21.9 22.6 20.6

たまには参考にしている 39.2 39.7 38.4

まったく参考にしていない 30.7 29.9 31.9

無回答 0.2 － 0.6

《参考にしている》 69.1 70.0 67.4

《参考にしている》＝「いつも参考にしている」＋「時々参考にしている」＋「たまには参考にしている」

※「食事バランスガイド」を「内容を含めて知っている」人

Ⅱ 調査結果の要約

（１）｢食事バランスガイド｣の認知度

｢食事バランスガイド｣を｢内容を含めて知っている｣は23.4％、｢名前程度は聞いたことがある｣が36.3％となっ
ており、これらを合わせた《認知している》は59.7％となっている。

地域別にみた《認知している》は、地方圏（61.6％）が東京・近畿圏（58.5％）を3.1ポイント上回っている。

（２）｢食事バランスガイド｣の参考度

｢食事バランスガイド｣を｢内容を含めて知っている｣人のうち、 ｢食事バランスガイド｣を｢いつも参考にしてい
る｣は8.0％、これらに｢時々参考にしている｣（21.9％）、｢たまには参考にしている｣（39.2％）を合わせた《参考
にしている》は69.1％となっている。

地域別にみた《参考にしている》は、東京・近畿圏（70.0％）が地方圏（67.4％）を2.6ポイント上回っている。

（３）｢食生活指針｣の認知度

｢食生活指針｣を｢内容を含めて知っている｣は5.1％、｢名前程度は聞いたことがある｣が29.2％となっており、
これらを合わせた《認知している》は34.3％である。

地域別にみた《認知している》は、地方圏（35.6％）が東京・近畿圏（33.3％）を2.3ポイント上回っている。
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(％)

全　体 東京・近畿圏 地方圏

(n=3595) (n=2152) (n=1443)

内容を含めて知っている 23.4 24.2 22.2

名前程度は聞いたことがある 36.3 34.3 39.4

知らなかった 40.3 41.5 38.5

《認知している》 59.7 58.5 61.6

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「名前程度は聞いたことがある」

(％)

全　体 東京・近畿圏 地方圏

(n=3595) (n=2152) (n=1443)

内容を含めて知っている 5.1 5.2 4.9

名前程度は聞いたことがある 29.2 28.1 30.7

知らなかった 64.4 65.2 63.1

無回答 1.4 1.4 1.2

《認知している》 34.3 33.3 35.6

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「名前程度は聞いたことがある」



(％)

全体(n=3595) 《できている》

(1)食事を楽しみましょう 81.9

(4)ごはんなどの穀類をしっかりと 79.5

(12)調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく 73.7

(2)１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを 67.9

(3)主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを 63.2

(6)牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう 58.8

(5)たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう 54.1

(8)脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう 52.0

(10)適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を 50.9

(11)食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も 44.6

(7)塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう 44.4

(13)自分の食生活を見直してみましょう 42.7

(9)栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう 35.0

《できている》＝「ほとんどできている」＋「おおむねできている」

Ⅱ 調査結果の要約

（４）｢食生活指針｣の実践度

（５）農林漁業体験への興味の有無

農林漁業体験に興味が｢ある｣は全体が64.4％で、地域別では、地方圏（66.2％）が東京・近畿圏（63.2％）を
3.0ポイント上回っている。

本人も含めた家族の中で農林漁業体験に参加した人が｢いる｣は全体で33.0％となっている。

4

（６）農林漁業体験への参加経験の割合

(％)

全　体 東京・近畿圏 地方圏

(n=3595) (n=2152) (n=1443)

ある 64.4 63.2 66.2

ない 35.5 36.7 33.8

無回答 0.1 0.2 －

(％)

全　体 東京・近畿圏 地方圏

(n=3595) (n=2152) (n=1443)

いる 33.0 31.2 35.6

いない 67.0 68.7 64.4

無回答 0.1 0.1 －

｢食生活指針｣の実践度で、《できている》（｢ほとんどできている｣と｢おおむねできている｣の合計）が最も高
いのは｢食事を楽しみましょう｣(81.9%)で、続いて、｢ごはんなどの穀類をしっかりと｣（79.5%）、｢調理や保存を上
手にして無駄や廃棄を少なく｣（73.7％）が7割以上となっている。

一方、｢栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう｣は、《できている》が35.0％と最も
低い。
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28.9
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31.9

33.8
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30.1

32.0

40.1
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38.9

42.0

39.0

39.7

40.3

53.5

52.3

51.3

54.5

57.2

53.1

28.3

26.8

23.6

28.0

31.3

31.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

男性計(n=1705)

男性２０代(n=285)

男性３０代(n=394)

男性４０代(n=345)

男性５０代(n=306)

男性６０代(n=375)

女性計(n=1890)

女性２０代(n=299)

女性３０代(n=398)

女性４０代(n=386)

女性５０代(n=374)

女性６０代(n=433)

内容を含めて知っている 名前程度は聞いたことがある 知らなかった

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「名前程度は聞いたことがある」

23.4

24.2

22.2

36.3

34.3

39.4

40.3

41.5

38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

内容を含めて知っている 名前程度は聞いたことがある 知らなかった

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「名前程度は聞いたことがある」

Ⅲ 調査結果の詳細 １.｢食事バランスガイド｣について

（１）｢食事バランスガイド｣の認知度

｢食事バランスガイド｣を｢内容を含めて知っている｣は23.4％、｢名前程度は聞いたことがある｣が36.3％となっ
ており、これらを合わせた《認知している》は59.7％となっている。

地域別にみた《認知している》は、地方圏（61.6％）が東京・近畿圏（58.5％）を3.1ポイント上回っている。

問1.｢食事バランスガイド｣の認知度（地域別）

男女別にみると、 ｢食事バランスガイド｣を「内容を含めて知っている｣は女性の31.6％に対し､男性で14.3％
と、女性の半分以下に止まっており､《認知している》でも女性(71.7％)と男性(46.5％) の間で､大きな開きがみ
られる｡
年代別では､男女とも30代で《認知している》割合がやや高くなっている。

問1.｢食事バランスガイド｣の認知度（性・年代別）
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5.0
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0.0

0.0

0.0
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0.0

0.3

0.0

0.0

36.3

32.2

31.9

33.8

32.8

30.1

32.0

40.1

40.8

38.9

42.0

39.0

39.7

40.3

53.5

52.3

51.3

54.5

57.2

53.1

28.3

26.8

23.6

28.0

31.3

31.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

男性計(n=1705)

男性２０代(n=285)

男性３０代(n=394)

男性４０代(n=345)

男性５０代(n=306)

男性６０代(n=375)

女性計(n=1890)

女性２０代(n=299)

女性３０代(n=398)

女性４０代(n=386)

女性５０代(n=374)

女性６０代(n=433)

参考にしている

まったく参考にしていない

無回答

名前程度は聞いたことがある

知らなかった

いつも参考にしている

時々参考にしている

たまには参考にしている
内容を含めて

知っている

16.2

17.0

15.0

7.2

7.2

7.1

0.1

0.0

0.1

36.3

34.3

39.4

40.3

41.5

38.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

参考にしている

まったく参考にしていない

無回答

名前程度は聞いたことがある

知らなかった

いつも参考にしている

時々参考にしている

たまには参考にしている
内容を含めて

知っている

１.｢食事バランスガイド｣について

（２）｢食事バランスガイド｣を参考に食生活を送っている人の割合

｢食事バランスガイド｣を｢内容を含めて知っている｣かつ、 ｢いつも参考にしている｣｢時々参考にしている｣｢た
まには参考にしている｣のいずれかに回答した《参考にしている》は全体で16.2％である。

地域別にみた《参考にしている》は､東京･近畿圏で17.0％と､地方圏の15.0％より高くなっている。

問1+問2-1.｢食事バランスガイド｣の認知・参考度（地域別）

男女別にみた《参考にしている》は、女性（22.4％）が男性（9.2％）を大きく上回っている。
性・年代別では、女性30代で《参考にしている》割合が高い。

問1+問2-1.｢食事バランスガイド｣の認知・参考度（性・年代別）
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4.4

5.1

2.3

0.0

10.7

9.2

4.1

7.4

5.2

7.2

20.8

21.9

24.3

15.6

10.2

18.2

35.9

42.9

20.9

10.3

20.1

23.3

20.7

28.0

39.2

35.4

31.1

37.3

43.2

35.9

30.4

40.8

44.3

42.3

38.8

43.2

36.0

30.7

35.0

48.9

47.5

36.4

25.6

16.1

28.9

41.2

30.2

31.9

28.8

15.2

0.2

0.4

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.2

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=841)※

男性計(n=243)

男性２０代(n=45)

男性３０代(n=59)

男性４０代(n=44)

男性５０代(n=39)

男性６０代(n=56)

女性計(n=598)

女性２０代(n=97)

女性３０代(n=149)

女性４０代(n=116)

女性５０代(n=111)

女性６０代(n=125)

いつも参考にしている 時々参考にしている たまには参考にしている まったく参考にしていない 無回答

《参考にしている》＝「いつも参考にしている」＋「時々参考にしている」＋「たまには参考にしている」

※「食事バランスガイド」を「内容を含めて知っている」人

8.0

7.7

8.4

21.9

22.6

20.6

39.2

39.7

38.4

30.7

29.9

31.9

0.2

0.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=841)※

東京・近畿圏(n=521)

地方圏(n=320)

いつも参考にしている 時々参考にしている たまには参考にしている まったく参考にしていない 無回答

《参考にしている》＝「いつも参考にしている」＋「時々参考にしている」＋「たまには参考にしている」

※「食事バランスガイド」を「内容を含めて知っている」人

（３）｢食事バランスガイド｣の参考度

問2-1.｢食事バランスガイド｣の参考度（地域別）

男女別にみた《参考にしている》は、女性（70.9％）が男性（64.6％）よりやや高くなっている。
年代別では、男女とも年代が高くなるほど割合がおおむね高くなる傾向にある。

問2-1.｢食事バランスガイド｣の参考度（性・年代別）

１.｢食事バランスガイド｣について 7

｢食事バランスガイド｣を｢内容を含めて知っている｣人のうち、 ｢食事バランスガイド｣を｢いつも参考にしてい
る｣は8.0％、これに｢時々参考にしている｣（21.9％）、｢たまには参考にしている｣（39.2％）を合わせた《参考に
している》は69.1％となっている。

地域別にみた《参考にしている》は、東京・近畿圏（70.0％）が地方圏（67.4％）よりやや高くなっている。



12.6

8.3

8.7

9.7

3.6

3.6

12.8

14.2

5.3

11.5

9.0

10.1

28.3

19.1

21.0

17.4

19.4

10.7

28.6

25.5

18.4

19.3

18.3

19.2

25.3

12.3

25.1

33.1

26.1

32.3

42.9

28.6

34.0

22.2

17.5

27.9

21.8

17.7

22.6

18.1

14.6

17.4

6.5

14.3

25.0

12.8

19.3

22.8

15.4

20.5

24.1

17.0

14.1

12.7

13.0

16.1

14.3

7.1

12.8

14.6

14.0

14.4

15.4

15.2

14.2

6.9

7.6

8.7

16.1

7.1

7.1

2.1

6.6

10.5

7.7

9.0

3.8

3.8

4.1

2.5

8.7

0.0

7.1

0.0

0.0

4.7

10.5

4.8

5.1

3.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=581)※

男性計(n=157)

男性２０代(n=23)

男性３０代(n=31)

男性４０代(n=28)

男性５０代(n=28)

男性６０代(n=47)

女性計(n=424)

女性２０代(n=57)

女性３０代(n=104)

女性４０代(n=78)

女性５０代(n=79)

女性６０代(n=106)

毎日 ２～３日に一度 １週間に一度 １ヶ月に一度 ２～３ヶ月に一度 半年に一度 １年に一度

《１週間に一度以上》＝「毎日」＋「２～３日に一度」＋「１週間に一度」

※「食事バランスガイド」を《参考にしている》人

《１週間に一度以上》＝「毎日」＋「２～３日に一度」＋「１週間に一度」

※「食事バランスガイド」を《参考にしている》人

12.6

13.4

11.1

19.1

21.1

15.7

25.1

24.4

26.4

18.1

15.6

22.2

14.1

14.2

13.9

6.9

7.4

6.0

4.1

3.8

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=581)※

東京・近畿圏(n=365)

地方圏(n=216)

毎日 ２～３日に一度 １週間に一度 １ヶ月に一度 ２～３ヶ月に一度 半年に一度 １年に一度

（４）｢食事バランスガイド｣の参考頻度

｢食事バランスガイド｣を《参考にしている》人の参考頻度は、｢毎日｣が12.6％、｢2～3日に一度｣が19.1％、｢1
週間に一度｣が25.1％で、これらの回答を合わせた《1週間に一度以上》は56.8％と、半数を上回っている。

地域別では、東京・近畿圏で｢ 2～3日に一度｣の割合が地方圏より高く、 《1週間に一度以上》も高くなって
いる。

問2-2.｢食事バランスガイド｣の参考頻度（地域別）

男女別でみた《1週間に一度以上》は、男性（62.4％）が女性（54.8％）より高くなっている。
性・年代別では、女性60代で「毎日」の割合が高くなっている。

問2-2.｢食事バランスガイド｣の参考頻度（性・年代別）

１.｢食事バランスガイド｣について 8



全体(n=581)※

東京・近畿圏(n=365)

地方圏(n=216)

※「食事バランスガイド」を《参考にしている》人

61.1

89.2

41.5

45.6

18.8

34.1

8.8

52.3

47.7

48.4

4.8

2.1

6.2

6.7

32.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体型が気になるから

病気や生活習慣病の予防など、健康上の理由から

使い方が簡単であるから

なんとなく

その他

はい いいえ 無回答

61.6

89.9

39.7

46.6

20.3

32.9

8.5

54.5

47.7

49.0

5.5

1.6

5.8

5.8

30.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体型が気になるから

病気や生活習慣病の予防など、健康上の理由から

使い方が簡単であるから

なんとなく

その他

はい いいえ 無回答

60.2

88.0

44.4

44.0

16.2

36.1

9.3

48.6

47.7

47.2

3.7

2.8

6.9

8.3

36.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体型が気になるから

病気や生活習慣病の予防など、健康上の理由から

使い方が簡単であるから

なんとなく

その他

はい いいえ 無回答

（５）｢食事バランスガイド｣を参考にしている理由

｢食事バランスガイド｣を《参考にしている》人の参考にしている理由は、｢病気や生活習慣病の予防など、健
康上の理由から｣が89.2％と最も高く、続いて、｢体型が気になるから｣が61.1％、｢なんとなく｣が45.6％となって
いる。

地域別では、｢使い方が簡単であるから｣を理由としてあげる割合は、地方圏（44.4％）が東京・近畿圏
（39.7％）よりやや高くなっている。

問3-1.｢食事バランスガイド｣を参考にする理由（地域別）

１.｢食事バランスガイド｣について 9



※「食事バランスガイド」を「まったく参考にしていない」人

29.1

25.0

35.3

14.3

17.9

8.8

3.5

3.8

2.9

37.2

34.6

41.2

14.3

16.7

10.8

1.6

1.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=258)※

東京・近畿圏(n=156)

地方圏(n=102)

既にバランスの良い食生活をおくっているから どのように参考にしたら良いのかわからないから

バランスの良い食生活に特に興味がないから 面倒だから

その他 無回答

※「食事バランスガイド」を「まったく参考にしていない」人

29.1

22.4

32.4

14.3

16.5

13.3

3.5

4.7

2.9

37.2

40.0

35.8

14.3

16.5

13.3

1.6

0.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=258)※

男性計(n=85)

女性計(n=173)

既にバランスの良い食生活をおくっているから どのように参考にしたら良いのかわからないから

バランスの良い食生活に特に興味がないから 面倒だから

その他 無回答

（６）｢食事バランスガイド｣を参考にしていない理由

｢食事バランスガイド｣を「まったく参考にしていない」人の参考にしていない理由は、｢面倒だから｣が37.2％
と最も高く、続いて、｢既にバランスの良い食生活をおくっているから｣が29.1％、｢どのように参考にしたら良い
のかわからないから｣が14.3％となっている。

地域別では、東京・近畿圏では｢どのように参考にしたら良いのかわからないから｣が17.9％と地方圏（8.8％）
より高く、地方圏では｢既にバランスの良い食生活をおくっているから｣が35.3％と東京・近畿圏（25.0％）より高
い。

問3-2.｢食事バランスガイド｣を参考にしていない理由（地域別）

男女別では、｢面倒だから｣は、男性（40.0％）が女性（35.8％）より高く、｢既にバランスの良い食生活をお
くっているから｣は、女性（32.4％）が男性（22.4％）より高くなっている。

問3-2.｢食事バランスガイド｣を参考にしていない理由（性別）

１.｢食事バランスガイド｣について 10



（７）｢食事バランスガイド｣等の食生活に関する情報の認知経路

｢食事バランスガイド｣を《認知している》人の情報源（認知経路）は、 ｢行政機関から配布されたパンフ、広報
紙等の配布物｣ が42.2％と最も高く、続いて、｢テレビ・ラジオ｣が36.7％となっている。

地域別では、「行政機関から配布されたパンフ、広報紙等の配布物｣は、地方圏(46.2％)が東京・近畿圏
(39.4％)を6.8ポイント上回っている。

問4.｢食事バランスガイド｣等食生活情報の認知経路（地域別）

１.｢食事バランスガイド｣について 11

(％)
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（
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）
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の
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物
、
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り
等
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布

物

ス
ー

パ
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等

店

頭

の
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示

物
、

チ
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シ

等
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新
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誌
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パ
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で

の

表

示

会

社

で

の
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示
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社
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等
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布

物

家

族
、
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シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム
、

研

修

会

等

友

人
、

知
人

そ

の

他

無

回

答

全体(n=2147)※ 42.2 36.7 23.9 23.6 20.4 18.8 15.8 12.9 11.5 7.1 5.4 5.2 11.3 0.7

東京・近畿圏(n=1259) 39.4 37.0 24.5 24.3 22.5 19.7 15.9 13.7 11.4 7.8 5.4 5.6 11.8 0.8

地方圏(n=888) 46.2 36.4 23.0 22.5 17.6 17.6 15.7 11.7 11.6 6.2 5.5 4.7 10.5 0.7

 ※「食事バランスガイド」を《認知している》人

0

10

20

30

40

50

全体(n=2147)※

東京・近畿圏(n=1259)

地方圏(n=888)

(％) 【複数回答】



全体(n=3595)

18.9

13.5

12.8

29.7

12.2

12.1

7.8

7.5

7.7

9.7

7.0

18.2

4.3

63.0

54.4

50.4

49.8

41.9

46.7

36.6

44.5

27.3

41.2

37.6

55.5

38.4

16.2

27.2

31.5

17.1

39.8

36.2

47.0

41.8

44.5

39.1

44.4

22.6

50.8

1.6

4.5

4.9

2.4

5.6

4.6

8.2

5.7

20.1

9.6

10.5

3.2

6.1

0.3

0.5

0.4

1.0

0.4

0.4

0.4

0.4

0.5

0.5

0.4

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事を楽しみましょう

１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを

主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを

ごはんなどの穀類をしっかりと

たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう

牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう

塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう

脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう

栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を

食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく

自分の食生活を見直してみましょう

ほとんどできている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答

《できている》＝「ほとんどできている」＋「おおむねできている」

5.1

5.2

4.9

29.2

28.1

30.7

64.4

65.2

63.1

1.4

1.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

内容を含めて知っている 名前程度は聞いたことがある 知らなかった 無回答

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「名前程度は聞いたことがある」

（１）｢食生活指針｣の認知度

問5.｢食生活指針｣の認知度（地域別）

｢食生活指針｣の実践度で、《できている》（｢ほとんどできている｣と｢おおむねできている｣の合計）が最も高
いのは｢食事を楽しみましょう｣(81.9%)で、続いて、｢ごはんなど穀類をしっかりと｣（79.5%）、｢調理や保存を上手
にして無駄や廃棄を少なく｣（73.7％）が7割以上となっている。

一方、｢栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう｣は、《できている》が35.0％と最も
低い。

問6.｢食生活指針｣の実践度（地域別）

２.｢食生活指針｣について 12

（２）｢食生活指針｣の実践度

｢食生活指針｣を｢内容を含めて知っている｣は5.1％、｢名前程度は聞いたことがある｣が29.2％となっており、
これらを合わせた《認知している》は34.3％である。

地域別にみた《認知している》は、地方圏（35.6％）が東京・近畿圏（33.3％）よりやや高くなっている。



東京・近畿圏(n=2152)

19.6

14.1

13.0

28.5

12.7

12.5

7.9

7.3

7.5

9.1

7.1

18.2

4.3

62.1

53.7

50.0

50.0

42.5

48.4

36.9

45.0

27.2

42.0

36.2

55.1

38.0

16.5

27.5

31.7

17.8

39.0

34.5

46.8

41.4

43.9

38.9

45.1

23.0

51.3

1.4

4.3

4.9

2.6

5.5

4.2

8.0

5.9

20.9

9.5

11.2

3.3

5.9

0.3

0.4

0.4

1.0

0.3

0.3

0.4

0.4

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事を楽しみましょう

１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを

主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを

ごはんなどの穀類をしっかりと

たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう

牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう

塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう

脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう

栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を

食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく

自分の食生活を見直してみましょう

ほとんどできている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答

《できている》＝「ほとんどできている」＋「おおむねできている」

問6.｢食生活指針｣の実践度（地域別） 続き

２.｢食生活指針｣について 13

地方圏(n=1443)

17.7

12.5

12.5

31.5

11.4

11.4

7.6

7.8

7.9

10.5

7.0

18.2

4.4

64.4

55.4

50.9

49.6

41.0

44.1

36.2

43.8

27.4

39.9

39.6

56.0

38.9

15.8

26.7

31.1

15.9

41.1

38.7

47.3

42.6

45.3

39.3

43.4

22.2

50.2

1.7

4.9

5.0

2.1

5.9

5.3

8.5

5.5

18.8

9.7

9.6

3.2

6.2

0.3

0.6

0.5

0.9

0.6

0.6

0.4

0.3

0.6

0.6

0.3

0.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事を楽しみましょう

１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを

主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを

ごはんなどの穀類をしっかりと

たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう

牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう

塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう

脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう

栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう

適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を

食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく

自分の食生活を見直してみましょう

ほとんどできている おおむねできている あまりできていない まったくできていない 無回答

《できている》＝「ほとんどできている」＋「おおむねできている」



29.1

30.7

40.7

35.3

31.9

24.5

22.1

27.7

46.2

34.9

25.6

20.1

16.6

40.2

41.6

41.8

38.8

40.9

43.8

43.2

38.9

31.8

35.2

40.9

41.4

43.2

24.2

22.5

15.4

20.6

21.2

24.5

29.3

25.8

15.4

24.1

25.1

29.7

31.9

4.6

4.0

1.8

3.8

4.9

5.6

3.7

5.2

4.0

4.0

6.0

5.9

5.8

1.8

1.2

0.4

1.5

1.2

1.3

1.6

2.3

2.7

1.8

2.1

2.7

2.3

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.2

0.0

0.0

0.3

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

男性計(n=1705)

男性２０代(n=285)

男性３０代(n=394)

男性４０代(n=345)

男性５０代(n=306)

男性６０代(n=375)

女性計(n=1890)

女性２０代(n=299)

女性３０代(n=398)

女性４０代(n=386)

女性５０代(n=374)

女性６０代(n=433)

ほとんど毎食ご飯を食べている １日２食程度ご飯を食べている １日１食程度ご飯を食べている

週に何度かご飯を食べている ほとんどご飯は食べない 無回答

《１日１食以上ご飯を食べている》＝「ほとんど毎食」＋「１日２食程度」＋「１日１食程度」

29.1

26.5

33.0

40.2

39.7

40.9

24.2

26.3

21.2

4.6

5.4

3.5

1.8

2.0

1.5

0.1

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

ほとんど毎食ご飯を食べている １日２食程度ご飯を食べている １日１食程度ご飯を食べている

週に何度かご飯を食べている ほとんどご飯は食べない 無回答

《１日１食以上ご飯を食べている》＝「ほとんど毎食」＋「１日２食程度」＋「１日１食程度」

３.普段の食事について

（１）ご飯を食べる頻度

日常の食生活でご飯を食べる頻度は、｢1日2食程度ご飯を食べている｣（40.2％）が最も高く、続いて、｢ほと
んど毎食ご飯を食べている｣（29.1％） 、｢1日1食程度ご飯を食べている｣（24.2％）となっており、これらを合わ
せた《1日1食以上ご飯を食べている》は93.5％となっている。

地域別では、｢ほとんど毎食ご飯を食べている｣は、地方圏（33.0％）が東京・近畿圏（26.5％）を6.5ポイント上
回っている。

問7-1.ご飯を食べる頻度（地域別）

年代別では、男女とも｢ほとんど毎食ご飯を食べている｣割合は20代で高く、年齢が高まるにつれて低くなる
傾向がある 。

問7-1.ご飯を食べる頻度（性・年代別）

14



11.9

9.3

6.3

6.3

6.1

11.4

16.0

14.2

6.0

7.8

11.7

16.0

26.6

28.9

32.0

27.0

24.4

32.8

35.6

40.0

26.1

17.1

20.1

23.3

31.3

36.0

58.6

58.2

66.7

68.8

60.9

51.3

44.0

58.9

76.9

71.9

64.0

51.3

36.7

0.6

0.5

0.0

0.5

0.3

1.6

0.0

0.7

0.0

0.3

1.0

1.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

男性計(n=1705)

男性２０代(n=285)

男性３０代(n=394)

男性４０代(n=345)

男性５０代(n=306)

男性６０代(n=375)

女性計(n=1890)

女性２０代(n=299)

女性３０代(n=398)

女性４０代(n=386)

女性５０代(n=374)

女性６０代(n=433)

内容を含めて知っている 言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「言葉は聞いたことがある」

11.9

11.8

12.1

28.9

27.4

31.1

58.6

60.1

56.4

0.6

0.7

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

内容を含めて知っている 言葉は聞いたことがある 知らなかった 無回答

《認知している》＝「内容を含めて知っている」＋「言葉は聞いたことがある」

３.普段の食事について

（２）「日本型食生活」の認知度

問7-2.「日本型食生活」の認知度（地域別）

問7-2.「日本型食生活」の認知度（性・年代別）

15

｢日本型食生活｣を｢内容を含めて知っている｣は11.9%､これに｢言葉は聞いたことがある｣(28.9％)を加えた
《認知している》は40.8％となっている｡

地域別にみた《認知している》は、地方圏（43.2％）が東京・近畿圏（39.2％）を4.0ポイント上回っている。

男女別では、 ｢日本型食生活｣を「内容を含めて知っている｣は、女性（14.2％）が男性（9.3％）を4.9ポイント
上回っている。
性・年代別にみた《認知している》は、男女とも年代が高くなるほど割合がおおむね高くなる傾向にある。



9.2

5.6

4.2

3.0

4.3

7.5

9.1

12.4

9.4

10.3

11.1

12.8

17.3

49.8

43.2

35.8

40.6

41.4

43.5

53.1

55.7

47.8

54.5

52.3

60.4

61.0

32.8

40.6

44.6

45.7

41.4

39.5

32.3

25.8

34.1

27.4

29.0

23.3

17.8

7.8

10.2

15.1

10.7

11.9

9.2

5.3

5.7

8.4

7.3

6.7

3.2

3.7

0.4

0.4

0.4

0.0

0.9

0.3

0.3

0.4

0.3

0.5

0.8

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

男性計(n=1705)

男性２０代(n=285)

男性３０代(n=394)

男性４０代(n=345)

男性５０代(n=306)

男性６０代(n=375)

女性計(n=1890)

女性２０代(n=299)

女性３０代(n=398)

女性４０代(n=386)

女性５０代(n=374)

女性６０代(n=433)

ほとんど実践している おおむね実践している あまり実践していない まったく実践していない 無回答

《実践している》＝「ほとんど実践している」＋「おおむね実践している」

9.2

9.3

9.0

49.8

48.8

51.2

32.8

33.6

31.5

7.8

7.7

8.0

0.4

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

ほとんど実践している おおむね実践している あまり実践していない まったく実践していない 無回答

《実践している》＝「ほとんど実践している」＋「おおむね実践している」

３.普段の食事について

（３）「日本型食生活」の実践度

日本型食生活の実践度は、｢ほとんど実践している」は9.2％で、「おおむね実践している」（49.8％）を合わせ
た《実践している》の割合は59.0％となっている。

地域別にみた《実践している》は、地方圏（60.2％）が東京・近畿圏（58.1％）よりやや高くなっている。

問7-3-1.「日本型食生活」の実践度（地域別）

男女別にみた《実践している》は、女性(68.1%)が男性（48.8％）を19.3ポイント上回っている。
年代別では、 男女とも年代が高くなるほど割合がおおむね高くなる傾向にある。

問7-3-1.「日本型食生活」の実践度（性・年代別）

16



12.6

13.1

14.9

13.4

11.4

15.4

11.6

12.3

10.5

10.9

14.3

10.2

14.5

40.6

36.3

35.1

34.3

37.3

32.7

39.9

43.4

44.4

39.9

42.0

46.7

44.0

34.9

34.7

28.9

35.5

36.1

33.3

36.9

35.0

31.0

39.1

31.8

37.2

34.5

11.8

16.0

21.1

16.9

15.2

18.6

11.6

9.1

14.0

10.1

11.8

5.8

6.5

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2120)※

男性計(n=833)

男性２０代(n=114)

男性３０代(n=172)

男性４０代(n=158)

男性５０代(n=156)

男性６０代(n=233)

女性計(n=1287)

女性２０代(n=171)

女性３０代(n=258)

女性４０代(n=245)

女性５０代(n=274)

女性６０代(n=339)

ほとんど毎食で組み立てている １日単位で組み立てている 数日（２、３日）単位で組み立てている

１週間単位で組み立てている 無回答

※「日本型食生活」を《実践している》人

12.6

12.0

13.5

40.6

41.4

39.5

34.9

34.1

36.1

11.8

12.4

10.9

0.1

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=2120)※

東京・近畿圏(n=1251)

地方圏(n=869)

ほとんど毎食で組み立てている １日単位で組み立てている 数日（２、３日）単位で組み立てている

１週間単位で組み立てている 無回答

※「日本型食生活」を《実践している》人

３.普段の食事について

（４）「日本型食生活」の組み立て期間

「日本型食生活」を《実践している》人の日本型食生活の組み立て期間は、｢1日単位で組み立てている」
(40.6％)が最も高く、続いて、｢数日（2、3日）単位で組み立てている」（34.9％）、 ｢ほとんど毎食組み立ててい
る｣（12.6％）となっている。

問7-3-2.「日本型食生活」の組み立て期間（地域別）

男女別では、「1日単位で組み立てている」は、女性(43.4%)が男性（36.3％）を7.1ポイント上回っている。
特に、50代では女性（46.7％）が男性（32.7％）を14.0ポイント上回っている。

問7-3-2.「日本型食生活」の組み立て期間（性・年代別）

17



(％)

栄
養

バ

ラ
ン

ス

の

改
善

食
習

慣

(

規

則

正

し
く

食

べ

る

)

の

改
善

食
べ

残

し
・

廃

棄

の
減

少

食
文

化

・
伝

統

の

継
承

食
品

の

安
全

性

に

関
す

る

知
識

の
習

得

地
産

地

消
の

推

進

“
肥

満

”
や

“

や

せ
”

の

問
題

の
改

善

食
料

自

給
率

の

向

上

農
林

水

産
業

・

食

品
業

界

に
対

す
る

理

解
を

深

め

る
学

習

な
ど

そ
の

他

無
回

答

全体(n=3595) 63.7 54.3 39.1 31.4 31.3 24.6 23.0 17.0 6.1 2.1 0.1

東京・近畿圏(n=2152) 63.8 55.4 39.4 32.9 31.4 21.0 23.6 16.4 6.3 2.0 0.1

地方圏(n=1443) 63.5 52.5 38.7 29.0 31.3 29.9 22.2 17.8 5.8 2.3 －

0

10

20

30

40

50

60

70

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

(％) 【複数回答】

20.4

21.4

18.8

58.6

56.8

61.2

18.5

19.2

17.4

2.4

2.2

2.6

0.2

0.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

非常に関心がある どちらかといえば関心がある あまり関心がない まったく関心がない 無回答

《関心がある》＝「非常に関心がある」＋「どちらかといえば関心がある」

４.食育について

（１）食育への関心度

食育への関心度は、｢非常に関心がある｣は20.4％で、これに｢どちらかといえば関心がある｣（58.6％）を合わ
せた《関心がある》の割合は79.0％となっている。

問8.食育への関心度（地域別）

食育のために大切な取組としては、｢栄養バランスの改善｣が63.7％で最も高く、続いて、｢食習慣（規則正し
く食べる）の改善｣（54.3％）、 ｢食べ残し・廃棄の減少｣（39.1％）、「食文化・伝統の継承」（31.4％）、｢食品の安
全性に関する知識の習得｣（31.3％）となっている。

問9.食育に大切な取組（地域別）

（２）食育に大切な取組

18



(％)

料
理
教
室
・
料
理
講
習
会

食
品
製
造
・
流
通
施
設
の

見
学

農
林
漁
業
体
験

健
康
・
栄
養
相
談
会

食
の
安
全
に
関
す
る
講
演

会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
活

動
発
表
会
等

食
生
活
の
改
善
に
関
す
る

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
活
動
発
表
会
等

農
林
漁
業
体
験
に
関
す
る

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
活
動
発
表
会
等

そ
の
他

無
回
答

全体(n=3595) 51.0 46.4 26.1 25.2 19.8 18.9 7.1 3.4 2.2

東京・近畿圏(n=2152) 51.8 47.0 27.6 25.6 19.1 19.5 7.2 4.0 2.0

地方圏(n=1443) 50.0 45.4 23.9 24.7 20.8 17.9 7.0 2.5 2.6

0

10

20

30

40

50

60

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

(％) 【複数回答】

４.食育について

問10.参加したい食育に関するイベント（地域別）

（３）参加したい食育に関するイベント

19

食育に関する催しで参加したいものは、 ｢料理教室・料理講習会｣（51.0％）と ｢食品製造・流通施設の見学｣
（46.4％）がともに5割前後と高く、続いて、｢農林漁業体験｣（26.1％）、｢健康・栄養相談会｣（25.2％）が2割台と
なっている。



64.4

63.2

66.2

35.5

36.7

33.8

0.1

0.2

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

ある ない 無回答

（１）農林漁業体験への興味の有無

田植え、稲刈り、野菜の収穫などの農林漁業体験について、興味が｢ある｣は64.4％となっている。
地域別では、地方圏（66.2％）が東京・近畿圏（63.2％）よりやや高くなっている。

問11-1農林漁業体験への興味（地域別）

本人または家族の中で農林漁業体験に参加した人が｢いる｣割合は33.0％となっている。
地域別では、地方圏（35.6％）が東京・近畿圏（31.2％）を4.4ポイント上回っている。

問11-2農林漁業体験への参加経験者の有無（地域別）

５.農林漁業体験について

（２）農林漁業体験への参加経験者の有無

20

33.0

31.2

35.6

67.0

68.7

64.4

0.1

0.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

いる いない 無回答



82.6

83.2

81.9

16.7

16.5

16.9

0.7

0.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1186)※

東京・近畿圏(n=672)

地方圏(n=514)

はい いいえ 無回答

※農林漁業体験に本人または家族が参加したことがある人

(％)

学
校
の
取
組
に
参
加

地
方
自
治
体
や
地
域

の
取
組
に
参
加

民
間
の
ツ
ア
ー

な
ど

に
参
加

そ
の
他

無
回
答

全体(n=1186)※ 49.4 20.8 10.7 38.9 0.9

東京・近畿圏(n=672) 52.2 20.7 11.5 36.0 0.9

地方圏(n=514) 45.7 21.0 9.7 42.6 1.0

 ※農林漁業体験に本人または家族が参加したことがある人

0

10

20

30

40

50

60

全体(n=1186)※

東京・近畿圏(n=672)

地方圏(n=514)

(％) 【複数回答】

（３）参加した農林漁業体験

本人または家族が参加した農林漁業体験の内容は、｢学校の取組に参加｣が49.4％と最も高く、続いて、｢地
方自治体や地域の取組に参加｣（20.8％） 、｢民間のツアーなどに参加｣（10.7％）となっているが、｢その他｣も
38.9％ある。

地域別では、｢学校の取組に参加｣は、東京・近畿圏（52.2％）が地方圏（45.7％）を6.5ポイント上回っている。

問11-3-1.参加した農林漁業体験（地域別）

５.農林漁業体験について 21

本人または家族が参加した農林漁業体験で、農家など農林漁業に携わる者の指導を受けての体験の有無
は、「はい」が82.6％となっている。

問11-3-2.農林漁業に携わる者の指導を受けて体験の有無（地域別）

（４）農林漁業に携わる者の指導を受けての体験の有無



26.9

25.6

28.6

16.9

14.9

19.5

20.2

21.3

18.9

35.8

38.1

32.9

0.2

0.1

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1186)※

東京・近畿圏(n=672)

地方圏(n=514)

ここ１年以内 ２～３年前くらい ４年以上前で１０年以内 １０年以上前 無回答

※農林漁業体験に本人または家族が参加したことがある人

18.4

19.1

17.5

48.6

49.3

47.6

33.0

31.6

34.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1042)※

東京・近畿圏(n=586)

地方圏(n=456)

非常に高まった 高まった 変化はなし

《関心が高まった》＝「非常に高まった」＋「高まった」

※農林漁業体験に本人が参加したことがある人

５.農林漁業体験について 22

本人または家族が参加した農林漁業体験の一番最近に参加した時期は、｢10年以上前｣が35.8％と最も高く、
続いて、｢ここ1年以内｣（26.9％）、「4年以上前で10年以内」（20.2％）となっている。

問11-3-3.一番最近に農林漁業体験に参加した時期（地域別）

（５）一番最近に農林漁業体験に参加した時期

農林漁業体験に参加した結果、体験前に比べて食や農林水産業への関心が｢非常に高まった」は18.4％と
なっており、これに「高まった」（48.6％）を合わせた《関心が高まった》は67.0％となっている。

問11-4.農林漁業体験による関心の変化（地域別）

（６）農林漁業体験による関心の変化



29.1

29.0

29.2

27.0

25.3

29.6

28.9

28.9

28.9

12.8

14.2

10.7

1.5

1.9

0.9

0.3

0.4

0.1

0.4

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

自己負担なし １，０００円以内 ３，０００円以内 ５，０００円以内 １０，０００円以内 １０，０００円以上でもよい 無回答

12.8

13.5

11.7

68.5

67.5

70.1

17.1

17.7

16.1

1.2

0.9

1.5

0.5

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

ぜひ参加したいと思う 内容によっては参加したいと思う 参加したいと思わない その他 無回答

《参加したい》＝「ぜひ参加したいと思う」＋「内容によっては参加したいと思う」

（８）農林漁業体験に参加する場合の自己負担額

農林漁業体験に参加する場合に、自己負担できる金額（1日あたり）は、 ｢自己負担なし｣が29.1％で最も高く、
続いて、｢3,000円以内｣（28.9％）、 ｢1,000円以内｣（27.0％） 、 ｢5,000円以内｣（12.8％）の順となっており、全
体の約7割は自己負担できるとしている。

問11-6.農林漁業体験に参加する場合の自己負担額（地域別）

５.農林漁業体験について 23

今後の農林漁業体験への参加意向は、｢ぜひ参加したいと思う｣が12.8％となっており、これに｢内容によって
は参加したいと思う｣（68.5％）を合わせた《参加したい》は81.3％となっている。

問11-5.農林漁業体験への参加意向（地域別）

（７）農林漁業体験への参加意向



23.2

22.6

24.0

20.7

20.8

20.5

31.1

31.6

30.3

20.9

21.2

20.4

3.8

3.4

4.3

0.4

0.3

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

１人で参加する 夫婦で参加する 親子で参加する 友人と参加する その他 無回答

10.0

11.1

8.2

78.1

75.7

81.6

11.5

12.8

9.6

0.4

0.3

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

遠くても本格的に農林漁業体験ができるところ 近いところ（片道１時間以内） どこでもよい 無回答

（１０）農林漁業体験に一緒に参加する人

農林漁業体験に参加する場合に一緒に参加する人は、｢親子で参加する｣が31.1％と最も高く、続いて、｢1
人で参加する｣ （23.2％）、 ｢友人と参加する｣（20.9％）、｢夫婦で参加する｣ （20.7％）となっている。

問11-8.農林漁業体験に一緒に参加する人（地域別）

５.農林漁業体験について 24

農林漁業体験の参加希望場所は、｢近いところ（片道1時間以内）｣が78.1％となっており、｢遠くても本格的に
農林漁業体験ができるところ｣（10.0％）、｢どこでもよい｣（11.5％）がそれぞれ1割程度となっている。

問11-7.農林漁業体験の参加希望場所（地域別）

（９）農林漁業体験の参加希望場所
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全体(n=3595) 48.1 44.8 44.7 43.0 23.3 22.4 3.6 0.3

東京・近畿圏(n=2152) 49.7 45.4 45.7 44.9 23.2 21.8 3.1 0.3

地方圏(n=1443) 45.7 43.7 43.1 40.1 23.3 23.4 4.3 0.4

0

10

20

30

40

50

60

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

(％) 【複数回答】

9.0

9.2

8.7

26.7

26.0

27.7

57.2

58.2

55.8

6.5

6.2

7.0

0.5

0.3

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=3595)

東京・近畿圏(n=2152)

地方圏(n=1443)

種まき・田植えなど、収穫前の作業 収穫のみ 種まきから収穫までの一連の作業のすべて その他 無回答

（１２）参加したい農林漁業体験

農林漁業体験の中で参加したい作業としては、｢種まきから収穫までの一連の作業のすべて｣が57.2％と最
も多く、続いて、｢収穫のみ｣（26.7％）、｢種まき・田植えなど、収穫前の作業｣（9.0％）となっている。

問11-10. 参加したい農林漁業体験（地域別）

５.農林漁業体験について 25

農林漁業体験に参加する目的は、｢食に対する理解を深めたい｣（48.1％）、 ｢おいしいものを食べたい｣
（44.8％） 、 ｢自然を満喫したい｣（44.7％） 、｢農林漁業に対する理解を深めたい｣（43.0％）がいずれも4割以
上で、｢親子での共同作業｣（23.3％）や｢地域の人とのふれあい｣（22.4％）が2割程度となっている。

問11-9.農林漁業体験に参加する目的（地域別）

（１１）農林漁業体験に参加する目的
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＊このページの問は、別紙の「食事バランスガイド」をご覧になってお答えください。

問１ あなたは「食事バランスガイド」をご存じですか。(○は１つ）

１．内容を含めて知っている　→　問２－１へ

２．名前程度は聞いたことがある　→　問４へ

３．知らなかった　→　問５へ

問２－１　 問１で「１．内容を含めて知っている」と答えた方がお答えください。
あなたは食事や買物の際、「食事バランスガイド」をどの程度参考にしていますか。（○は１つ）

１．いつも参考にしている　 ４．まったく参考にしていない　→　問３－２へ

２．時々参考にしている　 　　　　→　問２－２へ

３．たまには参考にしている　

問２－２　 問２－１で「１．いつも参考にしている」「２．時々参考にしている」「３．たまには参考にしている」と答えた方がお答えください。
では、「食事バランスガイド」を参考にしている頻度をお知らせください。（○は１つ）

１．毎日 ５．２～３ヶ月に一度

２．２～３日に一度 ６．半年に一度

３．１週間に一度 ７．１年に一度

４．１ヶ月に一度

問３－１ 問２－１で「１．いつも参考にしている」「２．時々参考にしている」「３．たまには参考にしている」と答えた方がお答えください。
参考にしている理由は何ですか。それぞれ「はい」「いいえ」でお答え下さい。（○はそれぞれ１つ）

１．体型が気になるから

２．病気や生活習慣病の予防など、健康上の理由から

３．使い方が簡単であるから

４．なんとなく

５．その他〔具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

(→問４へお進みください。）

問３－２ 問２－１で「４．まったく参考にしていない」と答えた方がお答えください。
参考にしていない理由は何ですか。（○は１つ）

１．既にバランスの良い食生活をおくっているから ４．面倒だから

２．どのように参考にしたら良いのかわからないから ５．その他〔具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

３．バランスの良い食生活に特に興味がないから

(→問４へお進みください。）

問４　 問１で「１.内容を含めて知っている」「２．名前程度は聞いたことがある」と答えた方がお答えください。
あなたは「食事バランスガイド」など食生活に関する情報は、どのような媒体を通じてお知りになることが多いですか。
（○はいくつでも）

１．テレビ・ラジオ ７．行政機関から配布されたパンフ、広報誌等の配布物

２．新聞 ８．会社での掲示物、社内報等の配布物

３．雑誌 ９．学校での掲示物、給食だより等の配布物

４．インターネット（ホームページなど） 10．家族、親戚

５．スーパー等店頭の掲示物、チラシ等の配布物 11．友人、知人

６．食品パッケージでの表示 12．シンポジウム、研修会等

13．その他　〔具体的に： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

1 2

1 2

1 2

1 2

「平成２６年度　食生活及び農林漁業体験に関する全国調査」

「食事バランスガイド」とあなたの食生活についておたずねします。

はい いいえ

1 2

食生活と農林漁業体験に関するアンケート
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以下は、全ての方がお答えください。ただし、指示のある問はそれに従ってください。

問５ あなたは「食生活指針」をご存じでしたか。（○は１つ）

１．内容を含めて知っている

２．名前程度は聞いたことがある

３．知らなかった

問６ あなたは｢食生活指針｣をどの程度実践していますか。次の項目ごとにお答えください。(○はそれぞれ１つ)

ほとんど
できてい
る

おおむ
ねできて
いる

あまりで
きていな
い

まったく
できてい
ない

1 2 3 4

（２）１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを 1 2 3 4

（３）主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを 1 2 3 4

（４）ごはんなどの穀類をしっかりと 1 2 3 4

（５）たっぷり野菜と毎日の果物で、ビタミン、ミネラル、食物繊維をとりましょう 1 2 3 4

（６）牛乳、乳製品、緑黄色野菜、豆類、小魚などで、カルシウムを十分にとりましょう 1 2 3 4

（７）塩辛い食品を控えめに、食塩は1日１０ｇ未満にしましょう 1 2 3 4

（８）脂肪のとりすぎをやめ、動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう 1 2 3 4

（９）栄養成分表示を見て、食品や外食を選ぶ習慣を身につけましょう 1 2 3 4

(10)適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を 1 2 3 4

(11)食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も 1 2 3 4

(12)調理や保存を上手にして無駄や廃棄を少なく 1 2 3 4

(13)自分の食生活を見直してみましょう 1 2 3 4

問７-１ あなたの食生活のうち、ご飯を食べる頻度についてお答えください。(○は１つ)

１．ほとんど毎食ご飯を食べている

２．１日２食程度ご飯を食べている

３．１日１食程度ご飯を食べている

４．週に何度かご飯を食べている
５．ほとんどご飯は食べない

＊以下の３問は、別紙の「『日本型食生活』について」をご覧になってお答えください。

問７-２ あなたは「日本型食生活」をご存じでしたか。（○は１つ）

１．内容を含めて知っている

２．言葉は聞いたことがある

３．知らなかった

問７-３－１ あなたは「日本型食生活」（ごはんを中心に、魚、肉、牛乳・乳製品、野菜、海藻、豆類、果物、茶など多様な副食などを組み合わせた
食生活であり、一食、一日単位でなくとも、数日から一週間の中で組み立てる。総菜などの中食、パックごはんなどのレトルト食品や
冷凍食品などの活用や外食との組み合わせも可能である。）を実践していますか。（○は１つ）

１．ほとんど実践している

２．おおむね実践している

３．あまり実践していない

４．まったく実践していない

問７-３－２ 問７-３－１で、「１．ほとんど実践している」「２．おおむね実践している」と答えた方がお答えください。
あなたは日本型食生活をどの程度の期間で組み立てていますか。（○は１つ）

１．ほとんど毎食で組み立てている

２．１日単位で組み立てている

３．数日（２、３日）単位で組み立てている

４．１週間単位で組み立てている

食生活指針とあなたの普段の食生活についてお聞かせください。

（１）食事を楽しみましょう

→ 問７-３－２へ

→ 問８へ



付 ― 調査票 28

問８　 あなたは｢食育｣について関心がありますか。(○は１つ)

１．非常に関心がある

２．どちらかといえば関心がある

３．あまり関心がない

４．まったく関心がない

問９ あなたは「食育」について、どのような取り組みが大切だと思いますか。 (○は３つまで )

１． 栄養バランスの改善 ６． 農林水産業・食品業界に対する理解を深める学習など

２． 食習慣(規則正しく食べる)の改善 ７． 食品の安全性に関する知識の習得

３． 食べ残し・廃棄の減少 ８． 食文化・伝統の継承

４． 食料自給率の向上 ９． 地産地消の推進

５． “肥満”や“やせ”の問題の改善 10. その他　［具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問１０ 「食育」に関する様々な催しが行われていますが、あなたが参加したいと思うものはありますか。
（○はいくつでも）

１．料理教室・料理講習会 ５．食生活の改善に関する講演会・シンポジウム・活動発表会等

２．健康・栄養相談会 ６．食の安全に関する講演会・シンポジウム・活動発表会等

３．農林漁業体験 ７．農林漁業体験に関する講演会・シンポジウム・活動発表会等

４．食品製造・流通施設の見学 ８．その他　［具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問１１-１ あなたは田植え、稲刈り、野菜の収穫など、農林漁業体験に興味はありますか。（○は１つ）

１． ある ２． ない

問１１-２ これまで、あなた又はあなたの家族の中で農林漁業体験に参加したことのある人はいますか。（○は１つ）

１． いる　→　問１１-３－１へ ２．いない　→　問１１-５へ

問１１-３－１ 問１１－２で「１．いる」と答えた方がお答えください。
あなた又はあなたの家族が過去に農林漁業体験に参加したときは、どのようなものに参加されましたか。
（○はいくつでも）

１．民間のツアーなどに参加 ３．学校の取組に参加

２．地方自治体や地域の取組に参加 ４．その他

問１１-３－２ それは、農家など農林漁業に携わる者の指導を受けての体験でしたか。（○は１つ）

※（あなた又はあなたの家族のうち一人でも指導を受けていれば、「はい」を選択してください。）

１．はい ２．いいえ

問１１-３－３ あなた又はあなたの家族のうちで一番最近に農林漁業体験に参加したのはいつ頃ですか。（○は１つ）

１．ここ１年以内 ３．４年以上前で１０年以内

２．２～３年前くらい ４．１０年以上前

問１１-４ ご自身が過去に農林漁業体験に参加した方がお答えください。
あなたが過去に農林漁業体験に参加した結果、体験前に比べて食や農林水産業への関心が高まったと思いますか。（○は１つ）

１．非常に高まった ３．変化はなし

２．高まった

問１１－５ 今後、あなたは農林漁業体験に参加したいと思いますか。（○は１つ）

１．ぜひ参加したいと思う ３．参加したいと思わない

２．内容によっては参加したいと思う ４．その他

問１１－６ あなたが農林漁業体験に参加するとしたら、１日あたり、いくらまで自己負担できますか。(○は１つ）

１． 自己負担なし ４．５，０００円以内

２．１，０００円以内 ５．１０，０００円以内

３．３，０００円以内 ６．１０，０００円以上でもよい

あなたの農林漁業体験についておたずねします。

あなたの食育に対する考え方などについてお聞かせください。
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問１１－７ あなたが農林漁業体験に参加するときの場所はどちらを希望しますか。(○は１つ）

１．遠くても本格的に農林漁業体験ができるところ ３．どこでもよい

２．近いところ（片道１時間以内）

問１１－８ あなたが農林漁業体験に参加するとしたら誰と参加しますか。(○は１つ）

１．１人で参加する ４．友人と参加する

２．夫婦で参加する ５．その他

３．親子で参加する

問１１－９ あなたが農林漁業体験に参加する場合、その目的は何ですか。(○はいくつでも）

１．農林漁業に対する理解を深めたい ５．親子での共同作業

２．食に対する理解を深めたい ６．おいしいものを食べたい

３．自然を満喫したい ７．その他

４．地域の人とのふれあい

問１１－１０ あなたが農林漁業体験に参加するとしたらどのような作業に参加したいですか。(○は１つ）

１．種まき・田植えなど、収穫前の作業 ３．種まきから収穫までの一連の作業のすべて

２．収穫のみ ４．その他

以下は、全ての方がお答えください。

Ｆ１ あなたの性別を教えてください。(○は１つ)

１．女性　　　　　　　　　　　２．男性

Ｆ２ あなたの年齢を教えてください。(○は１つ)

１． ２０代 ４． ５０代

２． ３０代 ５． ６０代

３． ４０代

Ｆ３ あなたはどの地方にお住まいですか。(○は１つ)

１． 北海道地方 ５． 東海地方

２． 東北地方 ６． 近畿地方

３． 関東地方 ７． 中国・四国地方

４． 北陸地方 ８． 九州・沖縄地方

Ｆ４ あなたは結婚されていますか。(○は１つ)

１．未婚　　　　　 ２．既婚

Ｆ５　 あなたが現在同居されているご家族の構成は次のうちどれですか。 (○は１つ)

３．親と子の二世代

４．親と子と孫の三世代

５．その他　［具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

Ｆ６

最後に、あなたご自身についてお聞きします。

１．一人暮らし

２．夫婦のみ(事実婚を含む)

最後に「食生活指針」や「食事バランスガイド」、「食育」に関することで、行政などへの要望、提案事項などありま
したら、どんなことでも結構ですので、お書きください。
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1 日分の適量について  

 

食事の適量（どれだけ食べたらよいか）は性別、年齢、活動量によって異なります。  

「食事バランスガイド」のコマのイラストは、2200±200kcal（基本形）を想定した料理例が表現されています。 

活動量が「低い」成人男性、活動量が「ふつう以上」の成人女性が１日に食べる量の目安になります。 

強い運動や労働を行っている人は、適宜調整が必要です。 

  

 

単位：つ（SV）
SVとはサービング（食事の提供量）の略

※１ 低い

※１ ふつう以
上

男 性

２

２

３～４５～６４～５
1400

～2000

２～３

２～３

４～６６～７６～８

２

２

３～５５～６５～７

2200

±200

基本形

果物牛乳

乳製品
主菜副菜主食

エネルギー

（kcal）

２～３

※２

※２

２～ ４

※２

２～３１２～１７才

１８～６９才

女 性

６～１１才

７０才以上
※１ 低い

※１ ふつう以
上

６～９才

2400

～3000

※１ 低い

※１ふつう以
上

７０才以上

１０～１１才 １２～１７才

１８～６９才

適量チェック！CHART

※１ 活動量の見方
「低い」：１日中座っていることがほとんどの人
「ふつう以上」：「低い」に該当しない人

※２ 学校給食を含めた子ども向け摂取目安について
成長期に特に必要なカルシウムを十分にとるためにも、牛乳・乳製品の
適量は少し幅を持たせて1日２～３つ（SV）、「基本形」よりもエネル
ギー量が多い場合では、４つ(SV)程度までを目安にするのが適当です。
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